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[ 学会録事 I 

1.2006年度日本藻類学会第2回持ち回り評議員会報告

第2回持ち巨|り評議員会(平成 18年6月 14-28日) を

開催し，次期会長候補者の推薦投票を行った(巨|答 :評議

員 17名中 11名)。投票結果に基づき得票者上位 7名 (申し

合わせでは上位5名だが，5位は 3名が同票数で、あったため

7名とした)につき学会事務局から推薦許諾の確認を行った

が， 5名の辞退があったため，候補者推薦の申し合わせ事項

に従い，今回は評議員会としての候補者の推薦を見送ること

となった。

2.2006年度日本藻類学会第3回持ち回り評議員会報告

第3回持ち回り評議員会(平成 18年7月21-30日) を開

催し，会費長期未納会員の会員身分の取り扱いについて，会

費未納のため連絡を停止 して 5年を経過 した会員について

は，会員名簿から削除することが提案され，審議の上了承さ

れた(回答 :17名中 12名)。

3日本藻類学会次期会長及び評議員選挙の結果について

次期会長 ・評議員選挙(任期:2007年 l月 l日-2008年

12月31日) を2006年 18年8月21::1から 9月41::1にかけ

て実施した。2006年9月6日17・30より ，神戸大学内海域

環境教育研究センターにおいて，洲崎敏何人 LLI岸隆博両会員

の立ち会いのも と開票を行った。その結果に基づき，各当選

者の承諾を得て， 以下の次期会長および評議員が選出された。

[会長選挙]

川井浩史 (当選);井上勲 (次点)

[評議員選挙]

北海道地区(定員 2名)

嵯峨直恒(当選)，本村泰三 (当選);松山恵二 (次点)

東北地区(定員 l名)

原慶明(当選);横浜康継(次点)

関東地区 (定員3名)

石田健一郎(当選)，白岩善博(当選)，河地正仲(当選); 

笠井文絵(次点)

東京地区 (定員 2名)

田中次郎 (当選)，藤田大介(当選);能登谷正浩 (次点)

中部地区(定員2名)

倉烏彰(当選)，天野秀臣(当選);御闘生 拓 (次点)

近畿地区 (定員2名)

宮下英明(当選)，幡野恭子(当選);坪 由宏(次点)

中国四園地区(定員 2名)

大谷修司(当選)，半田信司(当選);峯 一朗(次点)

九州地区 (定員 2f:1) 

藤田雄二 (当選)，野呂忠秀(当選);松岡放充 (次点)

日本以外の地区 (定員 2名)

Akira F. Pet巴rs(当選)，Jeanine L. 01sen (当選);Paul C. 

Silva (次点)

(敬称略)

4.日本藻類学会研究奨励賞の募集について

現在 2006年度の 日本藻類学会研究奨励賞の募集を行って

おります。本賞は，藻類学の発展に積極的に寄与するこ とを

期待し，藻類学及びその関連分野において優れた研究成果を

あげた若手研究者(おおむね 33歳以下)を表彰するものです。

学会のホームページ (http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsp川1elcome.

htm)に掲載されている本賞の募集案内を参照の上， 多数の

方々がご応募 くださる こと を期待しています(応募締切日 :

平成 18年 12月25日 (月)消印有効)。

提出先 ・問しミ合わせ先

干 657-8501

神戸市灘区六甲台町 トl

神戸大学内海域環境教育研究センター内

日本部類学会事務局

Tel & Fax: (078)803-5781 

E-mail: hanyut@kobe-u.ac.jp 

2005年度研究奨励11受賞者の坂山英俊氏
(平成 18主123月27日，鹿児鳥大学稲森会館。左上写真は
授11式の様子)




